
小学生バレーボール指導者（新規者含む）資格の扱いについて 

 日本小学生バレーボール連盟では、日本スポーツ協会(JSPO)公認スポーツ指導者制度改定に伴い、小学生バレーボール指導者認定を下記の通り行います。 

１．ベンチ入り資格の変更点(※日本スポーツ協会認定指導員・上級指導員・コーチ・上級コーチは、2019年4月より同認定コーチ1・コーチ2・コーチ3・コーチ4に切り替わりました。) 

ベンチ入り対象 ～２０１８ ２０２１～ 

全日本バレーボール小学生大会 

ブロック・地区予選会 

全国1次講習会受講者が 

1人はベンチ入り 

スポ協会認定スタートコーチ以上 

日小連全国指導者１次講習会修了者 

日小連全国指導者２次講習会修了者 

のいずれかの資格を持った者が1人はベンチ入り 

全日本バレーボール小学生大会 

都道府県最終予選会 

全国2次講習会の受講者が 

1人はベンチ入り 

 

全日本バレーボール小学生大会 

全国大会 

 

スポ協会認定指導員・上級指導員・コーチ・

上級コーチのいずれかが1人はベンチ入り 

スポ協会認定 

バレーボールコーチ1・コーチ2・コーチ3・コーチ4 

のいずれかの資格を持った者が1人はベンチ入り 

※スポーツ少年団のスタートコーチの資格を持っていても、ブロック・地区予選会、都道府県予選会のベンチ入り資格としては認められない。 

２．資格取得の流れ  ＊移行にあたり、旧1次・2次受講者への扱いについては、２０２５年までの時限措置とする。 

 ①新規取得者 

  ●日小連全国指導者1次講習会を受講・・・都道府県大会までベンチ入り可。 

  ●スポ協会コーチ１以上を取得・・・・・ 全国大会のベンチ入り可。 

 ②既に資格を有しているもの 

  ＜旧1次講習会まで受講しているもの＞  2025年度を目途に資格が失効する。 

スポ協会のコーチ１を必要としない指導者 

   2025年度までに日小連全国指導者1次講習会の1日目のみ受講または都道府県小連主催の更新講習（３ｈ）を受講することで、日本小学生バレーボール連盟 

認定指導者とする。（4年間有効） 

  スポ協会のコーチ１を必要とする指導者 

   コーチ１を取得したいものは、2025年度までに日小連全国指導者2次講習会を受講すること。 

    ＜旧2次講習会まで受講しているもの＞  2025年度を目途に資格が失効する。 

スポ協会のコーチ１を必要としない指導者・・・2025年度まで資格は有効、2023年度以降、日小連全国指導者２次講習会は受講不可 

   2025年度までに日小連全国指導者1次講習会の1日目のみ受講または都道府県小連主催の更新講習（３ｈ）を受講することで、日本小学生バレーボール連盟 

認定指導者とする。（4年間有効） 

スポ協会のコーチ１を必要とする指導者 

   2022年度までにレポートを提出し合格すれば、JSPOコーチ１ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ専門科目を終了したことになる。JSPOコーチ１共通科目を受講し修了し申請することで、 

コーチ１の資格を取得出来る。（※2022年度までの時限措置、2023年以降は資格が失効） 


